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序 有機太陽電池において、櫛形電極による、横方向にキャリアを収集するタイプのセルは作製 

困難とされてきた。これは、有機半導体の移動度μが低いために、μτE (τ：キャリア寿命、E： 

電界)で表されるキャリア飛程が短いためである。今回、0.8 cm
2
V

-1
s

-1に達する高移動度が報告さ 

れている C8-BTBT 
1)を用いて、横方向ホール収集型太陽電池の動作実証に成功したので報告する。 

実験 石英基板上に C8-BTBT を 50 nm蒸着し、ホール 

及び、電子収集電極を設けた(図 1)。電極間距離は 50, 100,  

150 μmとした。キャリアは C8-BTBT/C60界面で光生 

成し、電子は C60蒸着膜を膜厚方向に 50 nm移動する 

のみであるが(青矢印)、ホールは C8-BTBT 蒸着膜中を、 

横方向に 50 μmと、1000倍長い距離を移動する(赤矢印)。 

結果と考察 良好な光起電力特性が観測でき、太陽電池 

として機能することを確認した(図 2)。図 3に、短絡光 

電流 JSCの電極間距離依存性を示す。電極間距離を長く 

するにつれて JSCは減少し、50 μmと 100 μmの間 

で急激に低下するため、ホール飛程は約 50 μmと結論した。C8-BTBT 蒸着膜の実測 FET 移動度 

(10
-2

 cm
2
V

-1
s

-1
)から、ホール寿命 3.8 msが決定できた。以上のように、横方向ホール収集型有機太 

陽電池が作製できた。 

1) K. Takimiya et al., Adv. Mater., 20, 3388 (2008). 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 横方向ホール収集型セルの構造。 

図 2 電極間距離 50, 100, 150 μmにおける 

J-V 特性。実線：光電流、破線：暗電流。 
図 3 JSCの電極間距離依存性。 
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